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９．河川整備と緑川ダムによる治水効果（緑川水系緑川）
みどりかわ みどりかわ

○令和７年８月７日（木）から８月11日（月）にかけて、九州地方で広く大雨となり、緑川流域の稲生野雨量観測所では24時間雨量364ｍｍを
記録し、城南水位観測所では観測史上最高水位である7.49mを記録。

○緑川では、緑川ダムによる洪水調節を行うとともに、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」、「防災・減災、国土強靱化のた
めの５か年加速化対策」などで河川整備を進めていたことにより、城南水位観測所上流（16.4k地点）において約70cmの水位低減効果を
発揮し、越水を回避。

○仮に、これらの河川整備等が無かった場合は越水していたことが想定され、多くの浸水被害が発生していた可能性がある（被害想定：浸
水面積約450ha、家屋浸水約400戸）。

い な お の

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

じょうなん

■整備実施状況（河道掘削）・・・①

整備後（R１年度施工）

城南橋

整備前

貯留後（8月11日8時）

※約1,450万m3（水位約12m）を貯留し、
ピーク時には毎秒約1,400m3をカット

貯留前（8月10日18時）

【緑川ダムの洪水調節】

■緑川ダムの貯留状況・・・②

■水位低減効果（16.4k地点）・・・③
【出水の状況（8/11 14:00頃）】

実績ピーク水位
（8/11 6:20）

整備前水位

約70cm

河川整備と緑川ダムにより約70cm水位低減

※河川整備等を行わなかった場合越水の可能性

天端まで
約20cm

城南橋

速報値

緑川ダム


	R07-直轄-01河川-89-令和7年8月7日からの大雨-緑川-熊本県-河道掘削.pdf
	スライド番号 1


